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旨)

本稿は、本誌前号所収の拙稿 「ケチュア語の接辞」の続編に当たる。前稿では、これまで他の品詞

と結合した形で しか収録されてこなかったケチュア語の接辞をアルファペット順に整理 し、例文を付

して簡潔な説明を加えたが、人称 ごとに異なる接辞が対応するようなグループは説明から除外 した。

本稿では、それらの接辞群、つまり動詞の語尾、人称代名詞の所有格や目的格に相当する接辞を紹介

したい。

1は じめに

本稿は、本誌前号所収の拙稿 「ケチュア語の接辞」の続編に当たる。前稿では、これまで他

の品詞 と結合した形でしか収録 されて こなかったケチュア語の接辞をアルファベ ット順に整理

し、例文を付 して簡潔な説明を加えたが、人称 ごとに異なる接辞が対応するようなグループは

説明から除外 した。本稿では、それらの接辞群、つまり動詞の語尾(「 主語活用接辞」)、 人

称代名詞の所有格(「 人称所有接辞」)や 目的格に相当する接辞(「 代名詞的接辞」)を 紹介

したい。

なお、本稿 もまた、前稿と同じく、ケチュア諸語の中のペルー ・クスコ地方の現在のケチュ

ア語を例にとっていることと、ケチュア語の表記については1975年10月 にペルー政府により制

定された正書法(教 育大臣令第4023-75号)に ほぼ準拠 していることを確認 してお く0

II動 詞の語尾に相当する接辞

ケチュア語の場合、動詞の不定形はふつ う動詞の語幹に一Yを接続することによって表わさ

れる。例えば、 「話す」という動詞の不定形は 「RIMA-Y」 である。そ してこの語尾の部分

には、以下の通 り、人称 ・数 ・時制 ・法等に応 じて異なる接辞(「 主語活用接辞」)が 対応 し

て くる。なお、参考のため、現在形(Aa)に は主語人称代名詞を併記する。

平成4年9月28日 受理 声史学研究室**京 都外国語大学講師
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(A)時 制

a.現 在

私は話す

君は話す

彼は話す

私たちは話す(排 他的1))

私たちは話す(包 括的1))

君たちは話す

彼らは話す

・A"1

QANRIMANKI

PAYRIMA-N

NOQA.YKURIMAYKU

NOQANCHISRIMA-NCH正S

QANKUNARIMA-NKICHIS

PAYKUNARIMA-NKU

〈例 文>

QINogaigheswa2tairima4‐nis.

(私 はi・s、ケ チ ュ ア 語2を3話 し4ま す5。)

QPaykunaipastallin3ta4rima5-nkus.

(彼 ら1.6も2、 上 手3に4話 し5ま す6。)

③Noqayku1-qa20rgo3man4ri5yku6.Qan7,may8-mangrilo-nki11?

(私 た ち1は2、 山3へ4行 き5ま す6。 君 は7、 ど こ8へ9行 き10ま す11か?)

ケ チ ュア語の場合、 「主語活用接辞」か ら主語の人称等 を判断す る ことが出来 るので、ふつ

う主語人称代 名詞 は省略 され る。例 えば、例文① の場合、主語 人称 代名詞rNoqa」 を省略 す

ることが出来 る。ただ し、 「君で も彼で もな く、 この私が」 とい うニ ュア ソスを表現 したいの

であれば、例文③ の よ うに、 「話題 を提示す る」た めの接辞 「-QA」[前 稿参照]を 接続 す

ること。

なお、 ケチュア語の現在時制は、単に習慣的行為や もの ごとの存在 ・状態 についての現在だ

けでな く、肯定文や否定文では現在完了 してい ることを表 わす ことがあ るので、前後 の文 脈に

注意す る必要が ある。

〈例文>

1Q"Kachiitaeapa3‐ranki4‐chus?""Aris,apa?‐nib."

(「 あなたは4塩1を2持 ってい き3ま した4か5?」 「はい6、 私 は8持 ってい き7ま した8。」)

2Q"Papal-taemikhu3-ranki4-nay-chus?""Mana?rag8mikhu9-ni10-chu11."

(「 あ なたは4も う5ジ ャガイモ1を2食 べ3ま した4か6?」 「私 は10まだ8食 べて9は い ませ

ん7'11。」

b.過 去

ケチ ュア語 の過去時制 には、4種 類 のものを考 えることが出来 る。 つ ま り、単純過 去、伝聞

過去 、習慣的過去、 および習慣的過去 の伝聞形 であ る。 まず 、単純過去 か ら見 ることに しよ う。

単純過去はふつ う 「完了過 去2)(pasadoperfecto)」 と呼 ばれ るよ うに、す で に終 了 した こと

が らを表現す るための もので ある。
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私は話した

君は話した

彼は話した

私たちは話 した(排 他的)RIMA-RAYKU

私たちは話 した(包 括的)RIMA-RANCH[S

RIMA-RANKI君 たちは話 した.i..田S

RIMA-RAN彼 らは話 したRIMA-RANKU

〈例 文>

QNogal-qa2ch'unu3-ta4mikhu5-ranis.

(私1.6は2、 凍 結 乾 燥 ジ ャ ガ イ モ3を9食 べ5ま し た6。)

QPaykunai-qa2Qosgo3pi4gheswa5tasyacha'‐ranku8.

(彼 ら1.8は2、 ク ス コ3で4ケ チ ュ ア 語5を6勉 強 し7ま した8。)

単純過去形と現在形 を比較すれば、単純過去形は 「-RA+現 在形」であることが分かる。

つま り、-RAを 過去の時制を表わす接辞 と見傲す ことも出来 よう。なお、-RAの 代わりに

一RQAと いう形をとる場合があるが、意味はまったく同じである。

ケチュア語の二番 目の過去形は伝聞過去形(rpasadoreportativo」)で あ り、 「過去完了

形(pasadopluscuarnperfecto)」 とも呼ばれ、-RAな い し一RQAの 代わ りに一SQAと い う形を

とる。ただ し、下表のとお り、三人称の語尾が一部脱落 している。

-RA(-RQA)を 伴 う単純過去形が、話 し手が直接体験 したことが らを表現するのに対 して、
-SQAの ほうの伝聞過去形は話 し手が直接は体験 しなかったことを表現する。例えば、他人か

らの伝聞によるとか、あるいは話 し手本人の体験であるにせよ、幼かった り、夢の中だったり、

泥酔のために無自覚の状態であったとかの場合である。より厳密に言えば、話 し手が他人から

聞いて初めて知 った ことを表わす。 また、推量 ・伝聞の接辞 「-SI/-S」 と併用 し、話 し手側

の不確かさを表わすことも出来る。例文 を参照のこと。

単 数 複 数.

0人 称

//

二人称

三人称

RIMA-SQANI

RIMA-SQANKI

RIMA-SQA

(排他的)

(包括的)

RIMA-SQAYKU

RIMA-SQANCHIS

RIMA-SQANKICH-S

RIMA.SQAKU

〈例 文 〉

①Kay1-plz-pas3Ainu4-runa5-kunas-qa'qasi$-tagkawsaio‐sgakul'.

(当 地1で2も3、 ア イ ヌ4人5達6が7、 平 和8に9暮 ら して'0い た と い う11。)

②Yachachigl‐nit‐nchis3-qa40nqo5-sqa6.

(私 た ち の3先 生1が4病 気 に5な っ た そ う だ6。/病 気 に な っ た ん だ っ て 。)

3Machasgallmaymana2-tairima4‐sga5‐nis.

(私 は6酔 っ 払 っ て1、 い ろ ん な こ と2を3話 し4た そ うだ5.6。)

●Mosgoyl-nizy3pi'amigu5-ys-kuna'-qa8noga9-manta10rimail-shall-sgaku13.

Kartal'ga15chayals-mul'-nga18.
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(私 の3夢1の 中 で4、 私 の6友5達7が 私9の こ と を10話 し11て い た12'13。 手 紙14が15、 当 地 に17着

く16だ ろ う18。)

⑤Mamaiy2_ga3Qosqo4-pi5-s6tayta7-y8-wangreqsi'o-naku11-sqakuη.

(私 の2母1は3、 ク ス コ4で5私 の8父7と9知 り10合 っ11た の で す っ て12.6。)

この ように、 「-RA(-RQA)」 形 と 「-SQA」 形 とは、i基本 的には単純過 去か伝聞過去か、

とい う意 味上の相違であ る。 スペイ ソ語 で書 かれた文法書で は、完 了過去(pasadoperfecto)

に対 す る過 去完了(pasadopluscuamperfecto)と して紹 介 され る場合が多 いが、 これ は誤解

を生みやすい表現で もあ る。 ケチュア語 は、 スペイ ソ語 よ りも、同 じ膠 着語 の仲間であ る日本

語で考 えたほ うが理解 しやすい ことが多 々ある ようだ。

三番 目の過去形は習慣的過去(pasadohabitual)で 、 「…… したものだ」とい う日本語文

のような意味になる。下表のとおり、-Qを 接続 した動詞とKAY動 詞の現在形 とを組み合わせ

ることにより作ることが出来る。なお、KAY動 詞の単純過去形(「-RA」 形)が 使用される

こともある。

<例 文>

QNogalhamu2-q3ka4-ni5.

(私 は1.5、 よ く3来2た も の で す3.4.5。)

QTaytaiy2wan3saxa9-ta5tarpus‐q'kara8yku9.

(私 の2父1と 一 緒 に3、 私[た ち]は9ト ウ モ ロ コ シ4を5よ く7播 い た6も の で す7.8.9。)

最 後 の四番 目の過 去形 は習慣 的過去 の伝 聞形(pasadohabitualpluscuamperfecto)で 、

「…… した もの だったそ うだ」 とい う 日本語文 に相当す る。下 表の とお り、KAY動 詞 の現在

形 ない し単純過去形 の代 わ りに伝 聞過 去形 を使 用す る。

単 数 複 数
一人称

//

二人称

三人称

RIMArQKASQANI

RIMA-QKASQAｺNKI

RIMA-QKA.SQA

(排 他 的)RIMA-QKASQAYKU

(包括 的)RIMArQKASQANCHIS

RIMA-QKASQANKICHIS

RIMA-QKA.SQAKU

〈例 文 〉

①Wawa1-cha2kasha3-spa4-y5-qa6allinta7waqaしqgkasgal°nii'.

(私 が5赤 ち ゃ ん1'2だ っ た3と き に4は6、 私 は11よ く7泣 い た8も の9だ っ た そ う で す9●10.11◎)

20Kaylpi2-Qa3trigu4-qa5manasY'urLt'-Q$-CI'IUgkasga10.

(こ こ1で2は3、 小 麦4は5実 ら7な か9っ た10も の8だ そ う で す8●9010。)
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c.未 来

私たちは話すだろう(排他的)RIMA-SAQKU

私たちは話すだろう(包括的>RIMA-SUN

RIMA-SUNCHIS

君は話すだろうRIMA-NKI君 たちは話すだろうRIMA-NKICHI5

彼は話すだろうRM配NQA彼 らは話すだろうRIMA-NQAKU

〈例 文>

1Paral-nga2-cha3.

(雨 が 降 る1で し ょ う2.30)

QNoga-pastgheswa3ta4yachassags.

(私1も2ケ チ ュ ア 語3を4勉 強5し よ う6。)

QYachaywasii‐manechaki3pi4ri5‐sunchiss.

(私 た ち は6、 学 校1へ2徒 歩3で4行 き5ま し ょ う6。〉

(B)法

a.直 接 法

前 節(A)で 説 明 して き た も の が 、 通 常 の 陳 述 を 表 わ す 直 接 法(modoindicativo)で あ る 。

b.条 件 法

条件法(modocondiciona1)と は 、 ある行 為の実現可能性 ない し不可能性 を示 すた めの法

で あ り、接続法(modosubjuntivo)と か 可 能法(modopotencial)と か 呼 ばれ る。 こあ法

には未来 と過去の二種があ り、単純条件法(simple)と 複 合条件法(compuesto)と 呼 ばれた

り、あるいは不完了過去時制(preteritoimperfecto)と 過 去完了時制(preteritopluscuamperfecto)

に 分 類 された りす ることもあ る。

条件法未来 は、原則 と して 「動詞語幹+直 説法現在 の活 用接 辞+-MAN」 で 表 わ され るが、

人称に よっては例外 的な形 の接辞や短縮形のほ うがよ く使用 され るよ うになってい る。

私は話すのだがRIMA-Y-MAN

君 は話す のだがR]MA-WAQ

(RIMA-NKI-MAN)

彼 は話す のだがRIMA-N--MAN

私たち(排他的)は話すのだがR]MA-YKU-MAN

私たち(包括的)は話すのだがRIMA-SW.AN

〃RIMA-SUN-MAN

〃RIMA-SUNCH-S--MAN

君たちは話すのだがRIMA-WAQCHIS

(RIMA-NKICH-S-MAN)

彼らは話すのだがRIMA-NKU-MAN

〈例 文>

QMana'para2-gti3-n4-qa5beisbols-ta'puklla8-sung-man10.

(雨 が 降 ら2な1け れ ば3.5、 私 た ち は9野 球6を7す る8の に9.10。)

②Qolqe1-y2ka3-n4-man5,allin6-ta7mikhu8-y-9man10.

(私 は9、 私 の2お 金 が1[そ れ が4]あ れ3ぱ5、 た く さ ん6食 べ8ら れ る の に9.10。)

3Qbawl,unu2taiapa4-mu5wags-chu'?

(ね え1、 水2を3持 っ て9き て5く れ な い か い6●7?)
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●Manaiapa2-mu3y4man5-chub.

(私 は4、 持 っ て2き て3や れ な い よ1.5.6。)

条 件 法 過 去 は 、 条 件 法 未 来 形 に 、KAY動 詞 の 三 人 称 単 数 の 過 去 形 「KA-RA-N」(な い し

「KA-RQA-N」)を 付 加 す る こ と に よ っ て 作 る こ と が 出 来 る 。 表 は 省 略 す る 。

〈例 文>

UIManaipara2-gti3n4-ga5beisbolsta7puklla8-sung-man10karanll.

(雨 が 降 ら2な1か っ た な ら ば3.5、 私 た ち は9野 球6を7す る8の だ っ た11が9.10。)

②Qolgeiyzka3-n4-man5karan6,liwruしta8rantig-ylo-manllkaran12.

(私 は10、 私 の2お 金 が1[そ れ が4]あ3っ た な ら ば5.6、 本7を8買9っ た12の だ が10'11。)

QSaral‐taetarpu3‐sun4‐manskaran!s

(私 た ち は4、 トウ モ ロ コ シ1を2播 い て3お れ ば よ か っ た4.5.6!)

●Qheswaitaeyacha3wag4karan5!

(君 は4、 ケ チ ュ ア 語1を2勉 強 し て3お くべ き だ っ た4.5!)

c.命 令法

命令法(modoimperativo)に は二人称に対する直接命令法 と三人称に対する間接命令法

とがあ り、下表の通 り、動詞の語幹にそれぞれの接辞を接続させることにより作ることが出来

る。命令だけでな く、願望を表わすこともある。

君が話 しなさい

君たちが話 しなさい

彼が話すように、[言いなさい]

彼 らが話すように[言 いなさい]

RIMA-Y

RIMAYCHIS

RIMA-CHUM

・.11ｺ1・

〈例 文>

QUnul‐taeapa3‐mu4wasys.

(私 に5水1を2持 っ て3き4な さ い6。)

OPisiipisi2-manta3yacha4-chu5-nkus.

(彼 ら が6少 し1.2つ つ3勉 強 す る4よ う に6[言 っ て く だ さ い]。)

(C)そ の他

すべての時制 、すべての法 をつ うじて進行形(aspectoprogresivo)が 存 在 す るが、 これは

接 辞 「-SHA」 を付加す ることに よ り、作 ることが出来 る。詳 し くは前稿の一SHAの 項 を参照

の こと。

III人 称代名詞の所有格に相当する接辞

所有接辞としては、名詞 ・代名詞に接続す る一PA(な い し一Q)[前 稿参照]が 存在す るが、

それ以外に 「人称代名詞の所有格」に相当する接辞群が存在する。それらは以下の通 りである。

君 の 一NKI

彼 の 一N

私たちの(排 他的)

私たちの(包 括的)

君たちの

彼 らの

YKU

NCHIS

-NKICH-S

NKU
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(A)こ れ ら の 接 辞 は 、 名 詞 に 接 続 す る場 合 、 文 字 通 り 、 そ の 所 有 者 が 誰 か を 表 わ す 。 な お 、

「名 詞 な い し代 名 詞 プ ラ ス ーPA(な い し一Q)」 と 併 用 さ れ る 場 合 が あ る。 ま た 、 三 人 称 の 形

態(-Nな い し一NKU)は 人 物 だ け で な く、 動 物 ・植 物 ・ 自 然 等 、 あ ら ゆ る も の を 受 け る こ と

が 出 来 る 。 ・

〈例 文 〉

①wasi1-y2

(私 の2家1)

OKayl-qa2noga3q4wasi5ys-mi?.

(確 か に7、 こ れ1が2私 の3.4/6家5で す 。)

3Pay-patwa$13‐n4‐p15nogasllanka'‐nib.

(私 はs・s、彼 の1'2/4家3で5働 き ま す7●8。)

●Asnul‐q2una3-n4-qa5yanas.

(ロ バ1の2●4子3は5、 黒 い6。)

QHuklkunturz-qa30rgo9-q5hawas-n'ta$phawagshalo-nu.

(一 羽 の1コ ソ ドル2が3、 山4の5[そ の7]上6を8翔 ん で9い ま す10.11。)

(B)し か し、 こ れ ら の 接 辞 が 動 名 詞 句(動 詞 語 幹+-NA+当 該 接 辞+-PAQ)等 の 中 で 使 用 さ

れ 、 従 属 節 を 形 成 す る 場 合 、 そ の 動 詞 の 主 語(行 為 者)を 表 わ す こ と に な る。 た だ し 、 接 辞

「-QTI」 な い しFSPA」 と 従 属 節 を 形 成 す る場 合 、 当 該 接 辞 は 「-QTI」 な い し 「-SPA」

の 前 で は な く、 後 に 位 置 す る3)。

〈例 文 〉

①Qhatu1(‐mane)ri3-ru4-nay-ys-kama'wawa$y9-ta10ghawai・-shams-nkiB!

(私 が6市 場1へ2行 っ て い る3.4.5間7、 あ な た は13私 の9赤 ち ゃ ん8を10見 て11い て12下 さ い13!)

OJaponesl-kunaz-qa311ank'a4-na5-nkus-paq'kawsa8-nku9.

(日 本 人1た ち2は3/9、[彼 ら は6]働 く4.5た め に7生 き8ま す9。)

3Yanaari-wag-na3-ki4-raku567'$"9io1112Pyy-qamanayusgaykiyaasnuy-ta .

(あ な た が4私 を2手 伝 っ て くれ る1な ら5ぱ6、 あ な た に8私 の11ロ バ10を12お 貸 し し ま し ょ

う7と も9。)

●Takil‐gti2‐yki3kusi4‐ku5‐nis.

(あ な た が3歌 う1と き2、 私 は6楽 し く4.5な る6。)

⑤Llank'analka2-gtlsngqaskay611agta'pi$qhepag-ku1・-saq・ ・.

(仕 事1が4あ る2な ら3ぱ5、 私 は11こ の6村7に8残 ろ9.10う11。)

OMikhu1‐taetuku3‐sa4‐kip‐nasllank'a'‐89・lo・11tYpYq‐qari‐nkl.

(あ な た は11、[あ な た が5]食 事'を2終 わ っ て3し ま っ て6か ら4働 き7に8は9行 け10ぱ よ い11。)

W人 称代名詞の目的格に相当する接辞

「人称 代名詞の 目的格」に相当す る接辞群 は、 ふつ う 「代名

詞 的接 辞(sufijospronominales)」 と か 「移 行 の 接 辞

(sufijosdetransici6n)」 と呼ばれて いる ものであ る。 これ

らは、前章 の人称所 有接辞群 の例の よ うには、図表化す る こと

が出来ない。 しか し、前 々章 の活用 接辞群を 「主語活用」 の人

称接 辞 と捉 え、 これに対 して当章 の 「目的格」接辞 プラス語尾

④

一 人 称

三 人 称一 → 二 人 称
③
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接辞を 「対象活用」の人称接辞と捉えるならば、直接法現在 ・過去 ・未来の3時 制を例にとれ

ば4)、前頁のように図表化することが出来 よう。ただ し、 この現象はすべての人称の間で見ら

れるのではなく、今 日では次の四つの事例においてのみである(前 頁の図参照)。

主 語 → 目的語 現 在 過 去1 未 来s

一 ・単 二 ・単 MUNA-YH- MUNA長RA姻 NIUNA-SA-YKI

一 ・単 二 ・複 MUNA-YH-CH-S MUNA絹RA柵CHIS NiUNASA-YH-CH-S

一 ・複3二 ・単 MUNA-YK正KU MUNAヨRA一㎜ MUNA網3A」YK皿i(U

一 ・複 二 ・複 MUNA-YKII{[J' MUNA-RA-YK[KU MUNA書A←YKIKU

二 ・単 一 ・単 MUNA-WA-NKI MUNA-WA-RA-NKI MLJNA-WA-NKI

二 ・単 一 ・複 MUNAドWA欄 MLJNA-WA-RA-NH-KU MUNA-WA-NKI

二 ・複 一 ・単 MUNA一 鴨NKIC田S MUNArWA匠RA梱(HS MUNAドWAヨNKIC田S

二 ・複 一 ・複 MUNA-WA-NKICH-S MUNA-WA-a MLTNA-WA-NKICH-S

三 ・単 二 ・単 MUNA-SULNKI NIUNARASU-NH- MUNAぺ3ULNKI

三 ・単 二 ・複 MUNA-SU≒NKI(HS MtTNA-RA-SU-NH-CH-S MUNA網3ULiNKICHIS

三 ・複 二 ・単 MUNA-SU-NK[KU MUNA…RA-SU一 ㎜ ul1ｺ:ｺIAId

三 ・複 二 ・複 MUNA-SU司NKI(H【S MLTNA-RASU-NKICH-S NZCTNASU-NH-CH-S

三 ・単 一 ・単 MUNAWAN MUNA田WA≒RA≒N MUNA-VGA-NQA

三 ・単 一一・複 ・包 M[TNA-WANCH-S MUNAドWArRA門NC田S MCTNA-WA-SUNCH-S

ii MUNA-WA--SUN

三 ・単 一 ・複 ・排 MUNA-WA-NKU MtJNA-WA-RA-TfKU MUNAジWA-NQAKU

三 ・複 一 ・単 MtTNA-WA-NKU MUNA警WA恐NKU MUNAゼWA-NQAKU

三 ・複 一 ・複 ・包 MCTNA-WAN(H【S NSUNA-WA-RANCH-S ㎜ 鞭 一SU欄S

三 ・複 一 ・複 ・排 MUNA-WA-NKU MUNA戸WA恐NKU MUNA」WA囲NQAKU

(注)1.過 去時制では 「-RA」 の代わ りに 「-RQA」 を使用することも出来 る。

2.___.人 称の未来時制では 「-SA」 の代わりに 「-SQA」 を使用することが出来る。

3.「 一 ・複」は、但し書 きのないかぎり、排他的0人 称複数を意味する。

4.同 形 の場合は、ふつ う前後の文脈から判断するが、特に必要な場合は、例 えばこの事例では

「QANKUNA-MAN」 を補足することにより、 「君に」ではなく、 「君たちに」であることを明

確にすることも出来よう。

〈例 文>

QTukuy'songo2y3-wangmunas-kusyki'.

(私 の3心2の す べ て1に よ り4[=心 の 底 か ら]、 私 は 君 を7愛 し ま す4.5●6。)

QNorikol-qa2japones3-ta4yachachi5-was-ra'-n$.

(の り子 さ ん1が2、 私 に6日 本 語3を4教 え て5く れ ま した7.8。)
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QPaykunal-qa2t'anta3-tagapa5-mus-sunkichis'.

(彼 ら1が2、 あ な た 方 に7パ ソ3を4持 っ て5く る6で し ょ う7。)

な お 、 こ の 接 辞 群 は 、 例 文 ① の よ う に 直 接 目的 語 や 、 例 文 ② ・③ の よ う に 間 接 目 的 語 を 示 す

だ け で な く、 受 益 者 や 被 害 者 な ど 関 係 者0般 を 示 す 場 合 が あ る 。

〈例 文>

OCh'isilawila2y3-qa4wanu5-pus-wa'-n8.

(昨 夜1、 私 の3祖 母2が4私 に7[=私 を 残 して]死 ん で5し ま い6ま し た8。)

②Pedro1-qa2P'isag3‐ta4t'anta5-man6ri'‐pu8wag‐ralo-n1'.

(ペ ド ロ1は2、 ピ サ ク3へ9私[の た め]に9パ ソ5を6[買 い に 、 あ る い は 取 りに]行 っ

て7'8く れ ま し た10●11。)

③Awilaly2-qa30nqo4-pu5-wa6-sha'‐n8.

(私 の2[大 好 き な6]お ば あ ち ゃ ん1が3病 気 に な っ て4.5い る7の で す8。)

ま た 、上の よ うな図表化か らも推量 で きる とお り、一人称 の 「-WA」 を 除いて、 これ ら人

称代名詞の 目的格 に相 当す る接辞 は、動詞 の語尾 を示す接辞 か ら分離 す ることは不可能 になっ

てい る。ただ し、例 えばクシワマ ソ[CusihuamanG.1976:164-165]は 次 のよ うな考 え方 、

つ ま り 「受け手=客 体 のマー カー」 とい う考 え方 を提示 している。

(i)

(iia)

(血b)

(1皿)

そ して(麺a)の 場 合、

る ことに よ り、 図表 中の 「-YKI」 が生 まれ る。 また同様 に して 、

・=主体 が 三 人 称 で あ る こ と」 の マ ー カ ー 「-SU」 と 結 合 す る こ と に よ り
、 図表 中 の

「-SUNKI」 が 生 まれ るので ある。

なお、 この よ うな接辞 群 がな ぜ発達 して きた のか、普 通 の対格 接辞 「-TA」 や 与格接 辞

「-MAN」 の使 用(前 稿参照)が なぜ忌避 されて きたのかは、非常 に興味 ぶかい点で あ るが、

確た る解 答は得 られ ない。た だ し、話 し手 と聞 き手 が 自分 た ちの ことを直接 話題 にす るとき、

「-TA」 を使用 したな らば、 モ ノ扱 いされた りモ ノ扱 い した りす る、 とい うニ ュア ソスに ケ

チ ュア語話者 は受 け取 るよ うであ る。 「-TA」 が使用 され る事例 を強 いて挙 げ るな らば、次

の ような場面 が考 えられ る。

〈文例〉

①"MunaLni2.""Ima3-tag?""Qan5-ta6."

(「[私 は2]ほ しい1。」「何3を9?」 「君5を6。」)

一人称が受け手であるときのマーカー……-WA

二人称が受け手であるときのマーカー

0人 称が行為者=主 体であるとき………-KI

二人称が受け手であるときのマーカー

三人称が行為者=主 体であるときNKI

三人称が受け手であるときのマーカー……ゼロ(な し)

「行為者=主 体が0人 称であること」のマーカー 「-Y」 と結合す

(Hb)の 場合、 「行為者

ともあれ、 このような接辞群は、いわばケチュア語をもっともケチュア語 らしくしている要

素の0つ なのである。

最後に、筆者である青木芳夫はラテソアメリカ地域研究、特に歴史学が専門であり、またケ

チュア語を母語とするパロミーノ=青 木アソヘ リカはペルー ・クスコ市のアソデス司牧研究所

で数年間第二言語どしてのケチュア語会話の講師を努めた経験があるのみである。 したがって、
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本稿もまた、前稿 と同 じく、言語学的には物足 りない部分、あるいは初歩的な誤 りがあるかも

しれない5)。しか しながら、この小論が、一一人でも多 くの 日本語話者がケチュア語を勉強する

きっかけとなるならば、筆者 らにとって望外の喜びとなるだろう。

【追 記】

前稿に以下のような誤 りがありました。深謝 します。 「ページ/行 ・… 誤→正」の順に訂正 します。
ノ

「91/27・ …Juliaka→Juli」 を8」 「92/18・ …-na→-tina」 「92/21・ …-MA→-MA」 「96/29・ …

グ

lisapagpis→lisaspagpls」 「96/33・ …mosqhokunipas→mosqhokunipas」 「97/6・ … 彼 → 私 」 「97/

14-15… ・-PTIの 項 → 一 括 削 除 」 「97/34… ・yachata→aychata」 「100/14・ …-SAQ→-SQA」 「102/7
ク

・…-YA→-YA」 「104/6・ … 副詞 的→ 副詞 句 」

【注】

1)排 他的一人称複数とは 「話し手」側のみの一人称複数であり、これに対して包括的一人称複数とは

「聞き手」側をも含んだ一人称複数である。,

2)「 不定過去(pasadoindefinido)」 と呼ぶ場合もある。例えば、[IPAn.d.]参 照 。

3)[青 木 ・パロミーノ=青 木1992:103-104]参 照。

4)す べての法、すべての時制を通じて 「対象活用接辞」が存在する。本稿では、紙幅の都合上、省略 した。

5)南 ア メリカ先住民言語について言語学専攻では日本ではまだ唯一の研究者といっていい細川弘明さん

の説明[細 川1988]は 、本稿執筆上で非常に参考になった。
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Resumen

Estearticuloesunacontinuaciondenuestroarticulopublicadoenelanteriornumerode

estarevista.Enelanteriorarticulo,hemosexplicadolossufijosdelquechuaenforma

independiente,nocombinadaconalgunnombreoverbo,yporsuOrdenalfabetico .Pero,no

hemosdadolaexplicacionsuficienteParaelgrupodelossufijosquevariansegunlapersona

osealaconjugationdeverbos,lossufijosposesivosdepronombresylossufijosde

transicion.'

Entonces,enestearticulo,tratamosdeexplicarlosesquematicamenteatoposible.

'

、




